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複式簿記についての基本
的な知識と、社会福祉法
人会計における仕訳の
概要について理解

できます

簿記の流れや日常の
取引に係る処理（収益・費
用取引等）について
理解できます

決算書や税務について
理解できます

財務分析や費用削減の
手法等、経営管理を
身につけられます
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複式簿記を学習し
たことがあり、社
会福祉法人会計に
おける基本的な仕
訳の仕組みを知っ
ている

社会福祉法人会計
における日常の取
引（収益取引・費用
取引、固定資産・固
定負債取引等）の
処理ができる

決算整理（基本金、
積立金、引当金等）
の処理ができる

もう一度
簿記の基礎から
学びなおしたい

日常の経理処理
からもう一度
学びなおしたい

予算制度、資金
使途、税務について
基礎から学びたい

��

��

��

��

���

���

��� ���

���

���

��

���������

�������

�������



－ 1 －

趣　旨１
　社会福祉法人の会計担当者の主な役割は、日々の実務を適切に遂行しつつ決算書を作成することにあ
ります。法人の経営を分析し、経営戦略を考える際、会計担当者が作成する会計・財務資料が重要な役
割を果たします。
　本講座はこのような会計の重要性をふまえ、会計実務の基礎から財務管理まで段階的に学び、会計の
知識を幅広く習得することができる講座です。
　「社会福祉法人会計基準」に基づく会計実務を理解し、学んだ知識および技術を各社会福祉法人の適
切な運営と発展に資することを目的として本講座を開講いたします。

主　催2
　社会福祉法人 全国社会福祉協議会　中央福祉学院

受講期間3
　令和6年8月1日から令和7年1月31日まで［６か月間］
　うちスクーリング（集合研修）に3日間出席していただきます。

受講対象者4
　「社会福祉法人会計基準」に基づく会計実務を行う社会福祉施設・事業所・社会福祉協議会等の役職員。
　　※ その他の公益法人等が経営する社会福祉施設・事業所等の役職員、行政職員等で「社会福祉法人

会計基準」に基づく会計実務を学習したい方の受講も可能です。

受講料5

入門コース 26,400円（10％対象・税込）

初級コース・中級コース・上級コース 47,300円（10％対象・税込）

　　　※通信授業テキスト・教材費、添削指導料、スクーリング参加料を含みます。
　　　※スクーリング（集合研修）に係る旅費・宿泊費等は別途ご負担いただきます。
　（1） 受講料は、受講決定通知に同封する本学院指定の用紙（払込取扱票）にて別途指定する期日まで

に一括で納入いただきます。（分割納入はできません）
　（2） 受講料の振込手数料はご受講者にてご負担ください。
　（3） 納入いただいた受講料については、原則受講開始日以後の返金はいたしかねます。
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各コースの対象者・定員・目的・学習内容6
　お申し込みの際、受講希望者の経験・習熟度等を勘案して、下記のなかから、希望されるコースを選
択し、「受講申込書」にご記入ください。
いずれのコースも定員に達し次第、募集を締め切ります。

　より具体的な学習内容は、P.9～13のコース別の学習内容及びプログラムをご覧ください。
　※複式簿記の仕訳ができない方は、入門コースから受講することをお勧めします。

入門コース ―社会福祉法人会計の仕訳の基本を学ぶ―

①特徴 ・複式簿記の基本を学べます。
・社会福祉法人における仕訳の基本を習得できます。

②定員 150名

③目的 初級コース以降の通信課程を受講するため、複式簿記の基本的な知識、社会福
祉法人会計の仕訳の基本を身につけることを目的とします。

④学習内容 スクーリング（集合研修）により下記について学びます。
・複式簿記とは何か
・社会福祉法人会計の仕訳の基本
・各会計帳簿の関係
・社会福祉法人会計と企業会計の違い
・様々な取引の仕訳（演習問題）　等

初級コース ―社会福祉法人における日常取引の仕訳の基礎を学ぶ―

①特徴 ・�日常の取引（収益・費用取引、支払資金間取引、固定資産・固定負債取引等）
の処理がわかります。
・決算書の構造の基本を学べます。

②定員 300名

③目的 日常の経理事務処理はもちろん、将来、会計基準に準拠した計算書類を作成で
きるようになるための基礎知識を身につけることを目的とします。
初級コースは、入門コースの学習内容を理解していることが望まれます。

④学習内容 通信授業（自宅学習）、スクーリング（集合研修）により下記について学びます。
・社会福祉法人会計の仕訳
・決算書の構造
・仕訳から決算書作成までのプロセス
・社会福祉法人会計基準に基づく日常の取引（収益・費用取引、支払資金間取引、

固定資産・固定負債取引等）の会計処理

通信授業は
ありません
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中級社協コース ―会計実務のスキルアップを図る―

①特徴 ・決算書の読み方がわかります。
・会計区分の設定の仕方など社協特有の会計処理についても学べます。

②定員 100名

③目的 日常の経理事務処理だけでなく、最終的に、会計基準に準拠した計算書類を作
成し、ある程度の財務分析ができるレベルに達することを目的とします。

④学習内容 通信授業（自宅学習）、スクーリング（集合研修）により下記について学びます。
・損益取引（基本金、積立金、引当金）
・決算書の読み方 ・資金使途
・予算制度、内部統制 ・税務（法人税・所得税・消費税）等

中級施設コース ―会計実務のスキルアップを図る―

①特徴 ・決算書の読み方がわかります。
・施設種類別の資金使途などの会計処理についても学べます。

②定員 150名

③目的 日常の経理事務処理だけでなく、最終的に、会計基準に準拠した計算書類を作
成し、ある程度の財務分析ができるレベルに達することを目的とします。

④学習内容 通信授業（自宅学習）、スクーリング（集合研修）により下記について学びます。
・損益取引（基本金、積立金、引当金）
・決算書の読み方 ・資金使途
・予算制度、内部統制 ・税務（法人税・所得税・消費税）等

上級コース ―法人の経営管理に役立つ「管理会計」の理論と技術を学ぶ―

①特徴 ・講義とグループ演習で進めます。
・他にはない社会福祉法人の管理会計の手法を学べます。

②定員 70名

③目的 経営管理者の職能である意思決定、計画、組織化、統制といった職能プロセス
において有益な経済的情報を提供する「管理会計」の理論と技術を習得し、社会
福祉法人の経営に活かすことを目的とします。

④学習内容 通信授業（自宅学習）、スクーリング（集合研修）により、下記のとおり、管理会
計の手法を学びます。
・財務分析と経営への活用 ・予算による経営管理（編成と統制を中心に）
・内部統制の構築方法
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学習の進め方7

※入門コースは通信授業および修了テストはありません。

　 学習指導は通信授業（自宅学習）および中央福祉学院でのスクーリング（集合研修）を通じて行います。
指導講師は、公認会計士及び税理士等が担当します。

（１）通信授業（自宅学習） ※入門コースは除く
　ア）学期・期間（各コース共通）

学　期 期　間 備　考

第１学期 令和6年 8月 1日（木）～8月31 日（土） 各学期の最終日が答案提出締切
日です。【消印有効】第２学期 令和6年 9月 1 日（日）～9月30 日（月）

　イ）学習課題・教材
　　通信授業（自宅学習）の学習課題は各学期開始直前にお送りします。
　 　また、初回の学習課題の送付時に、通信授業テキストとして本会出版部刊行の『改訂 社会福祉法人

制度改革対応版　社会福祉法人会計基準の実務　会計処理』（2022年6月刊）、参考資料として『社
会福祉法人会計基準 関係資料集』（2024年6月刊）をお送りします。

　ウ）学習内容
　　別表2「通信授業コース別の学習内容」のとおりです。（P.9～10）
　　通信授業の学習課題に合格することが本講座の修了要件の一つです。

（２）スクーリング（集合研修）
　スクーリング（集合研修）では、講義・演習形式の授業を行います。また、各コースとも、最終日に
学習の理解度を確認する修了テストを実施します。（入門コースを除く）
全講義に出席し、かつ、修了テストに合格することが本講座の修了要件の一つです。

　ア）学習内容
　　P.11～13にある別表3、4の「スクーリングのプログラム概要」のとおりです。
　　通信授業（自宅学習）のフォローとして以下の内容についての講義も行います。
　　　ａ）通信授業で質問の多かった点、理解が十分でなかった点を解説します。
　　　ｂ）通信授業で紹介できなかった最新の情報を提供します。
　　　ｃ）通信授業の内容を総合的に理解し、会計実務にどう活かすかを解説します。
　イ）日程
　 　スクーリングの日程は下記の通りです。初級コースは2回ある日程のどちらかにご参加いただきま

す。指定回は6月上旬送付予定の｢受講決定通知｣にてお知らせいたします。指定回のご都合が悪い場
合には所定の様式にて回数の変更が可能ですが、会場の定員によっては変更ができない場合もござい

①第1学期の学習課題に合格
②第2学期の学習課題に合格

③全講義への出席
④修了テスト合格

����
������
���

��������������� ����������
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①～④の要件で1つ以上満たせなかった方
①～④の要件を
すべて満たす方
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ますので、ご了承ください。

コース 期　間 コース 期　間

入 門 令和6年8月1日（木）～3日（土） 中級社協 令和6年10月31日（木）～11月2日（土）

初 級
A日程  令和6年9月19日（木）～21日（土） 中級施設 令和6年11月14日（木）～16日（土）

B日程  令和6年10月17日（木）～19日（土）上 級 令和6年11月28日（木）～30日（土）

　ウ）会場
　　中央福祉学院 ロフォス湘南　〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-44
　エ）宿泊・食事等について

　宿泊・食事等の手配は、受講決定後に各受講者宛にお送りする教材に同封する「宿泊・昼食等のご
案内（申込用紙）」にてお手続きいただきます。

（３）修了証書
　ア）通信授業（自宅学習）の学習課題に合格
　イ）スクーリング（集合研修）を修了（全講義出席及び修了テスト合格）
　上記2点の要件を満たした受講者に対し、中央福祉学院長名の「修了証書」を交付します。
　入門コースはスクーリングの全講義に出席した方に「修了証書」を交付します。

（４）受講期間の継続
　本年度中に修了できない受講者については、次年度に限り受講期間を継続することができます。この
場合、所定の継続受講料（5,100円）を納入していただきます。

申し込みから受講開始までのスケジュール8
　中央福祉学院において書類審査を行い受講の可否を決定します。結果は6月上旬に受講申込者（所属長）
あてにお知らせします。6月中旬になっても結果通知が届かない場合には本学院まで必ずご連絡ください。
　受講申込者（受講希望者の所属長）は、下記注意事項を確認のうえ「受講申込書」を作成してください。

（申込書の書き方は16～17ページを参考にしてください）
　（1）受講案内に添付された「受講申込書」に必要事項をもれなくご記入ください。
　（2）申込者は所属長とし、受講希望者の所属長にあたる方の氏名・役職・公印が必ず必要になります。
　（3）記載事項の照会をさせていただく場合がありますので、受講申込書のコピーを必ずお手元に保管

してください。

・�所属長の役職、氏名、公印が
必須
・�受講希望者が複数名いる場
合には、「受講申込書」をコ
ピーして使用
・申込書のコピーを手元に保管

通信授業（第１学期）
8月1日～

5月16日（木）当日消印有効
↓

《書類審査》
↓

〈結果の通知〉6月上旬（予定）

〈受講料の入金確認〉
↓

〈受講の確定〉
↓

〈学習教材の発送〉7月下旬頃

（1）�受講決定通知書
（請求書）により納入

（2）�受講留意事項等の記載
書類を確認

※納入期日は6月末日予定

〈申込書の作成・送付〉

〈学習開始〉

〈申込書の受付〉 〈受講料納入〉

記載事項
の照会

決定通知
の送付

受講申込者【所属長】

中央福祉学院
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講師からのメッセージ9

受講申込書等送付および各種お問い合わせ先（事務局）10
▷送付先

社会福祉法人全国社会福祉協議会　中央福祉学院
社会福祉法人会計実務講座係
〒240-0197　神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-44

▷問い合わせ先
TEL 046-858-1355（平日 9：30～17：30）　／　FAX 046-858-1356

入門コ－スでは、 複式簿記の基本的な考え方について企業会計と社会福祉法人会計

を対比しながら説明を行うとともに、 簿記一巡の流れを理解いただいた上で仕訳から

計算書類作成までの基礎を解説させていただきます。

また、 初級コ－スでは、 具体的な日常の会計処理から計算書類作成までの流れを解

説させていただき、 社会福祉法人の経理担当者として最低限必要な知識を習得でき

るような講座にいたします。

中級 （社協）コースでは、 社協特有の取引を理解し、 決算書から法人の財政状態や活

動成果等を読み取る方法について学習します。 また、社協会計で重要となる会計ルー

ルに関する通知等や予算管理、 内部統制についても解説いたします。 近年、 動きの

大きい税務に関しても最新の情報を交えながら解説いたします。 社協会計の実務に

携わる上で必要な基礎知識を幅広く学んでいきましょう。

社会福祉法人の多くは、福祉施設を運営しており、当該施設等の整備等の財源には、一

定の公的な資金が含まれています。また、経費等の計上や事業収入の使途についても、

様々な規制などもあります。中級(施設)コースでは、福祉施設における特有の会計処

理をはじめ、あわせて決算書の作成手順まで、丁寧にわかりやすく、解説いたします。

社会福祉法人の業務に即した、 管理会計の手法を、 「講義」 「グループ演習」 「講評」

という流れで身につけていただきます。 講師だけではなく、 受講者とともに知見を高

めていただく講義にいたします。

岩波 一泰 先生

鳥原 弓里江 先生

亀岡 保夫 先生

渡部 博 先生

入門・初級コース担当

中級（社協）コース担当

中級（施設）コース担当

上級コース担当
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…… 本講座について（よくいただくご質問と回答）……

Q 初めての経理担当なので「初級」を申し
込みますが、簿記の知識がないので、つ

いていけるか不安です。
Q 入門コースの受講のみで、社会福祉法

人の会計実務を理解したことになりま
すか。

A．「初級」とあわせて入門コースへの申込をお勧めしま
す。入門コースは、簿記の学習経験や、会計実務経験が
ない方等を対象に、仕訳の基礎を3日間で集中的に学習
しますので、「初級」の受講効果をより高められます。ま
た、演習に多くの時間をとりますので、実際に手を動か
すことで学習内容の定着が図れます。

A．入門コースは仕訳の基礎を学ぶことが目的ですので、
社会福祉法人会計の実務を一通り把握するには、「初級」
以降の通信課程の受講が必要です。入門コースは「初級」
の講師が担当するため、「初級」の通信授業やスクーリン
グとつながりがあります。「初級」を続けて受講することで、
入門コースで学んだことを活かすことができます。でき
れば同一年度内にあわせて受講することをお勧めします。

Q 会計について、一定の知識と経験はあ
りますが、基礎の復習をしたいので、「初

級」を受けられますか。
Q 通信授業が終わってからスクーリング

を行う理由は何ですか。

A．ご本人の習熟度、役割やニーズに応じて、各コース
は任意にお選びいただけます。また、「今年は初級、来年
は中級」というようにステップアップを図ることもでき
ます。なお、同じコースを再度受講することも可能です。

A．本講座は、通信授業でテキストを一通り学び、ご自
身が難しかったと感じたところ、もっと深く学びたいと
いうポイントを定めて、スクーリングに臨んでいただく
ことにより、単発の研修よりも大きな成果を得ていただ
くことをめざしています。なお、全コースでは「質疑応答」
の時間を設けているため、テキストや講義に関する質問
に対し、講師から直接回答をいただくこともできます。

・ 毎月の伝票処理の流れ、 計算書類のでき方、 計算書類の関係がわかった。

・ �演習は楽しかった。 実際に解いてみるとだんだん理解できた。 ラウンドして下さり、 分からないことを

聞けたので良かった。

・ 複式簿記の理解度が上がった。

・ �社会福祉法人特有の資産の在り方、 減価償却費等の実務に直結した講義内容で業務に活用できる

内容をわかりやすく学べた。

・ �有価証券や借入金、 減価償却費など実務で処理したことはあるが、 いろいろなパターンややる意味

などを知ることができた。

・ たくさん質問に答えていただき、 とてもわかりやすくありがたかった。

社協 ・ �なんとなくで決算書を提出していたが、 計算書類の読み方、 C/F、 P/L、 B/Sがつながって
いることがわかり今後に活かせる。

・ �社協ならではの処理や科目について参考になる資料がなかなか見つからないので、 勉強

になった。

・ �決算書の作成はしているものの、 １つ１つの情報から社協全体の財政状態はつかめていな

かったので勉強になった。

施設 ・ 固定資産の減価償却の仕方、 減損処理について理解できた。
・ 局長通知、 課長通知の役割と全体像がわかった。

・ 個別に質疑をしたらわかるまで説明してくれた。

・ 参考となる項目が多かった。 自法人に持ち帰り、 効率化のヒントにしたい。

・ 経営分析を担当しており、 対外的な資料にも使用したいのでしっかり学べた。

・同じグループメンバーの所属先の状況、 他グループの考えを聞き多くの発見があった。

入門

初級

中級

上級

過去の受講者の皆様からの 声
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年 月 日 通信授業（入門コース除く）
（8～9月）

スクーリング（集合研修）
（8～11月）

令
和
6

8

1 1学期学習開始 第1回　入門コース（8/1～3）

31 1学期　答案提出期限

9

1 2学期学習開始

第2回　初級Ａコース（9/19～21）

30 2学期　答案提出期限

10

第3回　初級Bコース（10/17～10/19）

「通信授業」成績確定 第4回　中級コース（社協会計）（10/31～11/2）

11

第5回　中級コース（施設会計）（11/14～16）

第6回　上級コース（11/28～30）

12 ※�初級～上級コースはスクーリングで
修了テストを実施

令
和
7

1

31 「通信授業」成績確定

2 上旬
「通信授業」および「スクーリング」修了者へ修了証書を発行

（令和7年1月31日付）

《別表1》令和6年度　学習スケジュール
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※グレーの部分が当該コースの学習内容です。
※入門コースでは、通信授業テキスト「社会福祉法人会計基準の実務 会計処理」に代えて、序章および

第1編第1章～第6章に該当する内容について、初心者向けに易しく解説した資料を使用します。

《別表２》　通信授業コース別の学習内容（入門・初級・中級（社協）・中級（施設）・上級）
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【日 程】　令和6年8月1日（木）～3日（土）
【会 場】　中央福祉学院「ロフォス湘南」

《別表3》　令和6年度　入門コース　プログラム概要
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《別表4》　スクーリング　コース別のプログラム概要
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《別表5》　法人区分コード一覧

《別表6》　勤務先種別コード一覧
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《別表7》　職種コード一覧

《別表8》　取得済資格コード一覧
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受講申込書の記入にあたっての留意事項

申込書の＊のない項目（網掛け部分）は任意記入です。
任意記入の項目は選考にあたっての参考とはいたしません。

項目No. 内　容 記入方法

所属長役職・
所属長氏名・公印

所属長の役職名、氏名をご記入のうえ、勤務先の公印を捺印して
ください。
複数名の希望者がいる場合、全員の申込書に捺印が必要です。
（記入・捺印のない場合、申込は受付いたしません。ご氏名は直接
ご署名が必要です）

6・17 自宅住所・
勤務先住所

郵便番号（7桁）、住所（都道府県から）をご記入ください。
丁目、番地等はハイフンで記入してください。

（例：上山口○丁目2番10号⇒上山口○－2－10）

7・9・
18・19 電話番号・FAX番号 左づめでご記入ください。

8 メールアドレス

メールアドレスは、学習に関するお知らせ等をメールでお送りす
る際に使用します。

「@shakyo.or.jp」からのメールが受信できる、パソコン又はスマー
トフォンのメールアドレスをご記入ください。

11 勤務先法人名

別表5より法人区分コードを選び、法人名の欄には具体的な名称
のみをご記入ください。

（例:社会福祉法人ロフォス福祉会⇒法人区分「11」、法人名「ロフォ
ス福祉会」）

12 勤務先名 勤務先の正式名称をご記入ください（法人名は不要です）。

13 勤務先部署名 部署名がない場合には、記入する必要はありません。

14 勤務先種別
別表6より勤務先種別コードを選び、ご記入ください。
その他を選択した場合は具体的な勤務先の種別名をご記入くださ
い。

15 受講希望者職種

別表7より職種コードを選び、ご記入ください。
複数職種を兼務されている場合は、主な担当業務についてご記入
ください。
その他を選択した場合は、具体的な職種名をご記入ください。

20 教材の希望送付先 教材等の各種通信物の送付先を1…自宅、2…勤務先のいずれかを
ご指定ください（未記入の場合は勤務先にお送りします）。

21 経験年数

令和6年4月1日現在における経験年数をご記入ください。
福祉関連通算経験年数は現職を含めた福祉関連業務の経験年数を
ご記入ください。
社会福祉法人会計業務経験年数は現職を含めて、これまでに従事
した会計業務経験年数をご記入ください（社会福祉法人等に限らず、
企業等での会計業務経験も含めてください）。

26 取得済資格等 別表8より既に取得した資格を選択してご記入ください。
複数の資格を保有している場合は『／』で区切ってご記入ください。



������������
　受講者の皆様に関する個人情報は、①全国社会福祉協議会中央福祉学院が行う研修の受講者台帳の作成、
研修テキストや各種資料の送付、集合研修で配布する参加者名簿の作成、履修状況管理、研修終了後の履
修証明書の発行等の研修事業関連、②全国社会福祉協議会もしくは全国社会福祉協議会を構成する各種組
織が行う研修事業および出版物に関するご案内のみの目的で使用し、他の目的で使用することはありません。
　その管理については、全国社会福祉協議会「個人情報の保護に関する方針（プライバシーポリシー）」に基
づき適切に行い、無断で第三者に提供することはありません。
　ご不明な点等ございましたら、中央福祉学院までご連絡ください。

※�全国社会福祉協議会のプライバシーポリシー等は、全社協ホームページに掲載しています。
https://www.shakyo.or.jp/kojin.html

お問い合わせ／受講申し込み先

社会福祉法人 全国社会福祉協議会

中央福祉学院�社会福祉法人会計実務講座係
〒240-0197　神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-44
TEL：046-858-1355　FAX：046-858-1356
［ホームページ］https://www.gakuin.gr.jp/ 中央福祉学院

ロフォス湘南の「ロフォス」は

ギリシャ語で「丘」という意味です。


